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 燃瓦は職後需要が著 しく増大して來たが,在 來の漁瓦製迄窯の"だ るま漁、"で1・3此の要求を

充すことは可成 り困難の様である.そ の理由としては"だ るま窯〃は可なり非能 率的 な窯で熱

効率が悪 く,且 叉多量生産 に不適なものであるからである.著 者等 は燃 瓦研究の第1歩 として

此の"だ るま窯"に 依 る燃瓦製造の實験を行つたので,以 下に其の結果 を要約 して報告する.

                 原  斜  土

            第1表  粘  土  の 組  成

  (・)全 分 析 ・…(AI,講L。 、)… M・・(。 。、腱 。。)1・ ・.

            68.82     21.24      0ま～2   1.21     1.73      6.38%e

  (b)示 性 分 析1)粘 土 分  石 英  長 石 江 母  1・L・

            30.07      11.34       25.18   27.03     6.38%

  (・)粒 度 分 析・・ 翻 竃 躍1α 編ll'5α1翻11纒(・ 一 》
            1.38      1.42        21.24        21.05      54.91%

 原料土は赤煉瓦等に使用 される一般の低級粘土で充分であるが,此 の場合圷土中の粒度分布

は製品の品質特に表面の光澤及び吸水率に重要な影響 をイ∫する他に,焼 成初期の"焙 り"期 簡

の長短を左右するので重要な問題 となる.第1表 に著者等の實験に使用 した圷土の組成を示 し

たが,粒 度組威等は此 の程度が適當の檬である.又 化學組成に就いては,耐 寒性 を強 く要求 さ

れる瓦土を除いては一般 には原料土の耐火度3)は籐 り重要ではな く,:'ろ 炭化水素の熱分解4)

に接腸作用を呈する鐵分の多いものが望 ましいと考えられる.

                燃 料 所 要 量

 "だ るま窯"ぱ 使用回緻の壇加につれて糎庭を次第 に厚 くして行かなければな らない性質を

有 しているので,生 瓦1枚 當 りの所要1然料 も窯の使用回倣 を指定 しなければ他 との比較は狙1

不適當であるが,著 者等の實験 に用いた窯は大腿100回(1年 間の使用)使 用 したもので,此 の

場含生瓦1000枚 當 り氣乾松薪を約160Skg必 要 とした.

               焼  成  過  程

 窯内温度分布5)は甚だ不均一で叉風道か らの熱損失が大 きい事 と,櫨 壁の熱容量が異常 に大

きい爲め等の原因で高温に於ける加熱速度は低 く,叉 焼域温度 も充分 には望めない'1だるま窯"

                   (78)
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の製品成績 は1等 品約60%以 上を出ないが,之 は此の窯を使用す る限 り品質を之以上陶上する

ことは困難の様である.

                燥  焼  過  程

 吹かし後30分 経過すると"こ みf「として投入した松薪は共の大部分が約750℃ 隈近或はそれ

以上の温度の乾溜をうける.此 の事は吹かし瓦斯中のH2とCH 1の 含量及びCmHnの 曲線

か ら大艦判断 されるが,叉 一方"こ み"の 炭化程度りか らも想像 される.

               窯詰め位置と製晶の晶質

 第2表 に示した檬に窯詰め紘置に依 り品質が相當異なるが,此 の原因は上に述べた様に窯内

温度分布の不均一に最 も根本的な原因があるが,又 此の"だ るま窯"の 形式の憾焼機構にも共

の原因が求 められた.

            第2表 窯 詰 め位 置 と製 品 の 晶 質          「

                          不  合  格  晶         1
等 品  2等 品  3等 品

                      攣形   亀裂  煙化せす 嶢締不足
   1段 目 80・vg5%  0  0 2～5 2～5  0  0

   2段 目   100%   0   0   0   0   0   0

   3段 目  100%  0  0  0  0  0  0

   4 段  目    30t-40%   30～40    0.-10    0       0      0～3       0

   5 段  目    5～10%   20～30   30～40    0       0     3～5     3～5

                製  贔  成  績

             第3表 製 品O.成 績 一一覧 表

                          不 合 格 品          
1等 品  2等 晶 3等 品  !一__一_一闘甲_-h一噛一一_一一一一一一一N  計

                      攣形  亀裂 燵化せす 嶢締不足   ・
    数 量54〔)枚18D枚90赦 ユ8放15放36赦21枚 、1000枚

    百 分 率 60% 20% 10%2.0%1・7%4・O%2。3% 100%

                 結    論

 以上述べた様に現在の腫瓦製邉用の"だ るま窯"は 其 の製品の牧量及び熱効率共 に可成 り悪

く,而 も此の欽貼は"だ るま窯"自 艦の特質 とも見徹 されるべきもので,此 の窯を探用する限

bに 於いては技術的に改良の見込みはない檬に考えられる.併 し著者等は此の實験を行 うこと

に依つて煉瓦 も更に高能率の窯で熱成し得 る可能性を見出す事が出來た.
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